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審査結果の所見 

 本研究は、脈動オーロラの起源を観測及び数値計算により解明し、プ

ラズマ波動と粒子の相互作用の解明につなげようとする意欲的な研究で

ある。研究計画は、超高速広域オーロラ光学観測、ロケット観測、ERG

衛星によるその場観測、EISCAT_3D によるレーダー観測及び数値シミ

ュレーションの現在得られる最適の手段を組み合わせ、リスク管理にも

配慮し、よく練られたものとなっている。数値シミュレーションの部分

に若干不明な点はあるが、研究実績が高いグループによる研究計画であ

り、世界的にみても先端的研究であることから、基盤研究（Ｓ）として

採択すべき課題であると判断した。 

 

 

 


